
2007 年 4 月アルゼンチンの経済情勢 

２００７年５月作成 

在アルゼンチン大使館 

１．概要 

（１）水害や価格統制の影響による乳製品及び牛肉の供給不足が見られた。一部農牧団体

は大規模なストライキを開始した。 

賃上げ交渉が本格化し、一部主要労組と 16.5％程度の賃上げで妥結した。 

（２）トウモロコシの輸出登録が一部再開された。 

 第一回南米エネルギーサミットが開催され、南米のエネルギー統合推進が確認された。

また、亜伯首脳会談が行われ、バイオエネルギーでの協力、及び 2008 年からの両国間貿易

決済への両国間通貨使用で合意した。 

（３）３月の建設活動はマイナス成長となったものの、消費・生産ともに堅調に推移して

いる。市場見通しでは 07 年の成長率は 7.7％、08 年は 6.3％と予測されている。 

（４）政府発表では、４月までの消費者物価の伸びは 3.0％に留まったが、実際にはこれ

をかなり上回っていると見られている。 

（５）金融市場は安定的に推移している。外貨準備高は過去最高を更新した。財政も安定

的に推移している。 

（６）３月の貿易は、輸出が前年比 12％増、輸入が同 26％増となり、貿易黒字は同 26％

減少した。 

 

２．経済の主な動き  

（１）経済全般 

９日、政府は、2005 年７月に合意に達していた西資本のブエノスアイレス北部天然ガス

会社のガス料金値上げを承認した。４月１日から、一般世帯向けは 14％、ガススタンドを

除く事業者向けは 15％値上げされる。また、2008 年１月から、2005 年 11 月から 2007 年

３月 31 日までの遡及適用分が賦課される。一般世帯向けのガス料金値上げは８年ぶりであ

る。一方、同社は、2007 年に 52 百万ペソの投資を行うとともに、投資紛争解決国際セン

ターへの提訴を取り下げることを約束している。 

18 日、ミセリ経済相は新統計局長に同人事部長を内部昇進させることで、統計行政を巡

る混乱の沈静化を図ったが、引き続き、統計局職員は、統計行政への政府の介入に反対し

て新消費者物価指数課長の辞任などを求めるデモを行った。 

26 日、Camuzzi Gas Pampeana 社及び Camuzzi Gas del Sur 社は、UNIREN との契約再交

渉の合意書に署名した。それぞれ 2008 年 1 月及び 2007 年 7 月から事業者向け料金を 15％

引き上げることができる。ただし、発効には議会承認等の手続きを経る必要がある。一方、

Camuzzi International が投資紛争解決国際センターに申し立てている調停は一時停止さ

れることになる。 
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（２）物価・賃金 

（イ）物価 

 水害や価格統制の影響による乳製品及び牛肉の供給不足が見られた。 

 11 日、貧困水準算定の基礎となる３月の基礎食料バスケット指数が前月比 3.6％の上昇

から 0．2％の低下に修正され、消費者物価指数に続き同数値の信頼性も疑問視されている。 

30 日、農牧連合会（ＣＲＡ）傘下のブエノスアイレス・ラパンパ農牧協会連合会（ＣＡ

ＲＢＡＰ）は、15 日間のストライキを開始した。 

（ロ）賃金等 

 12 日、プラスティック労組は、企業側と 15％の賃上げで合意した。 

 20 日、ＣＧＴ傘下のトラック、建設業、国家公務員、繊維業、タクシー、マンション管

理人の各労組は、賃上げの上限を 16.5％とする合意に署名した。 

 25 日、キルチネル大統領は第１四半期の失業率は 9.7％になったと述べた。 

 26 日、履物、衣類、薬局、石油の各労組は、15％の賃上げ合意に署名した。 

  

（３）金融・財政 

１０日、ブエノスアイレス州政府は、満期２１年の債券４億ドルの入札を行った。１６

億ドルの応札があり、利回り 9.62％で落札された。 

１２日、政府は、満期１０年の BonarⅩ国債 7.5 億ドルの入札を行った。約１５億ドル

の応札があり、利回り 8.46％で落札された。 

１２日、政府は、外貨準備高が過去最高だった 2001 年１月を上回る 374 億ドルに達した

と発表した。その際、レドラド中銀総裁は、いかなる支払いにも外貨準備を使用すること

は予見されていないと述べた。 

 

（４）対外関係 

ベネズエラで第一回南米エネルギーサミットが開催され、17 日、マルガリータ宣言が署

名された。南米のエネルギー統合推進が確認され、南米エネルギー理事会が設立されるこ

ととなった。また、南米共同体を南米諸国連合と改称することが合意された。バイオ燃料

についてはそのポテンシャルが認められたが、南米ガスパイプライン建設、南米銀行創設、

南米天然ガス版ＯＰＥＣ創設については進展はなかった。 

23 日、ウルキサ農牧長官は、昨年 10 月に輸出登録が停止されていたトウモロコシにつ

いて、３百万トンの輸出登録を再開することを発表した。 

 27 日、ルーラ伯大統領が訪亜し、キルチネル大統領と会談した。バイオエネルギーにつ

いて、伯はサトウキビをベースにしたエタノール、亜は大豆をベースにしたバイオディー

ゼルの生産を進め、原料供給で協力することで合意した。また、両国は 2008 年より両国間

貿易の決済に両国通貨を使用することで合意した。 
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３．経済指標の動向 

（１）経済活動全般 

２月の経済活動指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前年同月比 7.9％増、前月比 0.6％増となっ

た。 

 ４月のＲＥＭ（民間エコノミストの予測の中銀による集計値）の平均では、07 年の実質

ＧＤＰ成長率は 7.7％、08 年は 6.3％と予測されている。 

 

（２）消費 

（イ）小売 

３月のスーパーマーケット売上高（ＩＮＤＥＣ発表）は、前年同月比 17.5％増、前月比

1.9％増、ショッピングセンター売上高（ＩＮＤＥＣ発表）は、前年同月比 14.3％増、前

月比では 1.1％増と引き続き好調だった。 

（ロ）自動車販売 

自動車協会（ＡＤＥＦＡ）が発表した４月の自動車販売台数は、前年同月比 22.0％増、

前月比 1.3％減と、引き続き好調だった。 

 

（３）工業生産・建設活動 

（イ）工業生産 

３月の工業生産指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前年同月比 6.8％増、前月比 0.2％増となっ

た。引き続き自動車の生産が好調だった。 

３月の稼働率は、前月に比べ 0.4％ポイント低下し 73.4％となった。引き続き、石油精

製は 98.6％、基礎金属は 92.4％と高かった。 

（ロ）建設活動 

３月の建設活動指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前年同月比 0.3％減、前月比 6.1％減となり、

マイナス成長となった。政府は雨が多かったことが影響したと説明している。 

（ハ）自動車生産 

自動車協会が発表した４月の自動車生産台数は、前年同月比 23.9％増、前月比 7.5％減

と引き続き好調だった。 

 

（４）物価・雇用 

（イ）物価 

４月の消費者物価指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前月比 0.7％の上昇となり、１月からの

累計では 3.0％の上昇に留まったが、実際には 5.5％程度の上昇だったのではないかと見ら

れている。 

４月の卸売物価指数は、電気機器が前月比 6.9％増、農牧産品が同 3.6％増となったこと
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などから、前月比 1.7％の上昇となった。 

ＲＥＭの平均では、07 年の消費者物価指数の上昇率は前年比 9.7％と予測されている。 

（ハ）雇用・賃金等 

３月の給与指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前月比 1.00％増となり、特に民間非正規部門が

同 1.34％増となった。 

ＲＥＭの平均では、07 年の失業率は 8.2％と予測されている。 

 

（５）金融 

（イ）株価は上昇し、株価指数である Merval 指数は、2,155 ポイントとなった。カントリ

ーリスク指数であるＥＭＢＩ＋は、月半ば以降上昇し、272 ポイントまで上昇した。 

（ロ）為替レートはややペソ高に推移し、４月末には 1ドル＝3.09 ペソとなった。外貨準

備高は引き続き増加を続け、４月末には 386 億ドルとなった。 

 ＲＥＭの平均では、07 年の外貨準備高は 443 億ドル、為替レートは 1ドル＝3.15 ペソと

予測されている。 

 

（６）財政 

（イ）財政収支 

経済省が発表した３月の財政収支は、歳入が前年同月比 7.7％、一次歳出が同 8.0％増加

し、一次財政黒字は同 5.8％増の 15 億ペソに留まった。 

ＲＥＭの平均では、07 年の一次財政黒字は 250 億ペソ、ＧＤＰ比 3.2％と予測されてい

る。 

（ロ）税収 

経済省が発表した４月の税収は、前年同月比 32.6％増の 133 億ペソとなった。付加価値

税収が同 21.8％増の 4,369 百万ペソ、法人及び個人に係る所得税収は同 53.9％増の 2,132

百万ペソ、社会保障雇用主負担金が同 34.4％増の 1,774 百万ペソ、輸出税収が同 32.8％増

の 1,451 百万ペソとなった。 

ＲＥＭの平均では、07 年の税収は、前年比 24.6％増の 1,869 億ペソと予測されている。 

 

（７）貿易 

３月の貿易（ＩＮＤＥＣ発表）は、輸出が前年同月比 12％増の 4,097 百万ドルとなった

一方、輸入が同 26％増の 3,418 百万ドルとなった結果、貿易黒字は同 26％減の 679 百万ド

ルに留まった。輸出は、トウモロコシ・小麦等の穀物、大豆油等の食用油、大豆等の油糧

種子、陸上輸送機器、除草剤等の化学製品等が増加した一方、原油等が減少した。輸入は、

農業・金属等への中間財、航空機・携帯電話機等の資本財、自動車等の部品、バイク・医

薬品等の消費財、乗用車が増加した一方、燃料は減少した。 

ＲＥＭの平均では、07 年の輸出は前年比 11％増の 518 億ドル、輸入は 19％増の 406 億
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ドルと予測されている。 
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